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【海
か い

獣
じゅう

葡
ぶ

萄
ど う

鏡
きょう

】
面径6.2cm
芝山はにわ博物館

7 世紀の方墳の周溝部分から出
土しました。

⓫ 富里市

　 松
ま つ

ノ
の

木
き

台
だ い

2号墳

【瑞
ず い

花
か

鴛
え ん

鴦
お う

八
は ち

稜
りょう

鏡
きょう

】
面径10.5cm
成田市教育委員会

室町時代の屋敷を取り囲む堀の
中から出土しました。鴛鴦はお
しどりのことを言います。

⓰ 成田市

　 名
な

木
ぎ

不
ふ

光
こ う

寺
じ

遺跡　

【海
か い

獣
じゅう

葡
ぶ

萄
ど う

鏡
きょう

】
面径11.1cm
成田市教育委員会

9 世紀代の焼失した建物跡から
出土しました。

⓬ 成田市

　 野
の

毛
げ

平
だいら

木
き

戸
ど

下
し た

遺跡

【八
は ち

稜
りょう

鏡
きょう

】
面径7.86cm
千葉県教育委員会

古墳時代後期から平安時代の集落が中心で、八稜鏡は 10 世紀頃の建
物跡から、山吹双鳥鏡は和

わ

鋏
ばさみ

などの鉄製品、青白磁合
ごう

子
す

、青磁碗と
ともに中世の土坑から出土しました。

　 香取市

　 吉
よ し

原
わ ら

三
さ ん

王
の う

遺跡

【瑞
ず い

花
か

双
そ う

鳳
ほ う

八
は っ

花
か

鏡
きょう

】
面径16.0cm
東京国立博物館

Image:TNM Image Archives

経典を埋める際に用いた経筒と
ともに見つかり、経筒には 1129
年にあたる大

だい

治
じ

四年の銘文があ
ります。

⓭ 成田市

　 谷
や

津
つ

経
きょう

塚
づ か

【山
や ま

吹
ぶ き

双
そ う

鳥
ちょう

鏡
きょう

】
面径10.08cm
千葉県教育委員会

【瑞
ず い

花
か

鴛
え ん

鴦
お う

八
は ち

稜
りょう

鏡
きょう

】
面径	約12cm
昌福寺

元は別の寺にあったもので、平
将門の愛

あ い

妾
しょう

、桔
ききょうのまえ

梗前のものとい
う伝承があります。

【双
そ う

鳥
ちょう

波
は

涛
と う

鏡
きょう

】
面径10.6cm
千葉県教育委員会

墓と考えられる土坑から出土し、 
鈕
ちゅう

を挟んで 2 羽の水鳥、天地に
大きな波が表現されています。

⓮ 成田市

　 昌
しょう

福
ふ く

寺
じ

⓯ 成田市

　名
な

木
ぎ

大
お お

台
だ い

遺跡

（公財）

平成26年度
企画展

平
成
26
年12

月
6
日
土―

平
成
27
年6

月
26
日
金

―

神
を

視
る 

人
を

見
る―

　みなさんが普段、身だしなみを整えるのに使っている鏡。現在のように多くの人達が使うようになったのは江戸
時代以降で、それ以前は限られた人が持つ道具でした。また鏡は光を反射する特徴から、神様の依代（よりしろ）
として信仰の対象となったり、呪術的なことに用いられたりもしてきました。今回は印旛郡内の発掘調査で出土し
たものや伝世した鏡を紹介しながら、現在でも使われている鏡について見ていきたいと思います。

　室町時代の後半から柄鏡が用いられるようになると、鏡は庶民の間で日
常的に使われる道具になっていきます。また江戸時代になると女性が髪を
結う時に用いたため、鏡が大型化していきます。
　明治時代になり、現在でも使われているガラスの鏡が広く流通するよう
になると、弥生時代から続いてきた青銅鏡の時代は終焉を迎えることにな
ります。

公益
千葉県佐倉市春路 1-1-4  TEL 043-484-0126  http://www.inba.or.jp/

⓱

本企画展を開催するにあたって下記の機関より
資料提供等のご協力をいただきました。（順不同）

東京国立博物館、千葉県教育委員会、千葉県立房総のむら、公益財団法人千葉県教育振興財団、
成田山霊光館、芝山はにわ博物館、成田市教育委員会、佐倉市教育委員会、昌福寺


